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来。このほど、小学校 べ

、プーJ[Jは歓声と水しぶきが。プール巴和りには、あいにくの天

気でしたが、梅雨明けとともにL豆カッパたちの元気に泳ぎまわる姿が見ら

れるのももう間近か。

真、黒Lこ:日焼けじた顔(ご白い歯()夏はそんな組み合せが似合う季節。思いつ

きリ体を鍛え、丈美な体fをつくろう;

印刷/陶円谷印刷(毎月 1日発行)
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港な入
こ。働れ第
の きを五
建 か目次
設 け 指 空
予 をし港
定進、整
地 め菌備
を てに五
六 い対カ

月 るし;_r;.
ニ 福長品
十 島極極
六 空的み

目
、
山
下
徳
夫
運
輸
大
臣
が
現
地
視
察

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
七
月
の
細
田
運
輸

大
臣
に
続
く
現
職
大
臣
め
来
村
に
、
泉

郷
駅
罵
辺
を
中
心
と
し
た
国
道
一
一
八

号
線
と
県
道
千
五
沢
・
矢
吹
線
の
沿
線
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に
は
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
石
川
管
内

の
町
村
長
、
議
員
ら
関
係
者
約
八
百
人

が
並
び
、
日
の
丸
と
飛
行
機
を
プ
ザ
イ

y
し
た
小
旗
を
振
り
か
ざ
じ
、
熱
烈
な

歓
迎
で
大
臣
を
出
迎
え
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
が
り
、
見
晴
ら

し
は
最
高
の
中
、
現
地
で
は
佐
藤
静
雄

j

県
企
画
調
整
部
長
が
図
面
を
一
使
っ
て
県

の
計
画
、
周
辺
状
況
な
一石
を
大
臣
に
説

明
。
大
臣
は
空
港
予
定
地
を
視
察
し
た

後
、
福
島
空
港
建
設
促
進
大
会
の
会
場

で
あ
る
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

会
場
は
、
約
千
五
百
人
を
超
す
超
満

員
。
全
員
が
「
歓
迎
、
山
下
運
輸
大
臣
」

と
染
め
ぬ
い
た
鉢
巻
き
姿
で
大
臣
を
迎

え
、
松
平
知
事
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ら
れ
た
後
、
小
針
村
長
が
大
会
宣

言
を
読
み
あ
げ
、
満
場
一
致
で
採
択
。

次
い
で
、
高
木
須
賀
川
市
長
が
要
望
実

現
を
大
臣
に
陳
情
し
、
こ
れ
に
こ
た
え

て
大
臣
が
「
福
島
空
港
を
五
次
空
整
に

組
み
入
れ
た
い
希
望
は
も
っ
て
い
る
」

と
五
次
空
整
編
入
に
積
極
的
な
姿
勢
を

見
せ
ま
し
た
。

最
後
は
渡
辺
県
議
会
議
長
が
万
歳
三

唱
を
。
会
場
は
大
き
な
盛
り
上
り
の

中
、
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

大
臣
の
現
地
入
り
の
よ
う
す
を
カ
メ

ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。
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玉
川
村
は
、
福
島
県
の
南
部
に
位
霞
し
、
農
業

を
中
心
と
し
た
村
。
東
に
阿
武
隈
山
系
、
西
に
阿

武
隈
川
に
固
ま
れ
た
地
形
は
、
山
間
地
帯
と
平
坦

部
か
ら
な
り
、
そ
の
特
性
を
い
か
し
た
総
合
的
な

開
発
に
よ
っ
て
、
農
業
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

農
村
に
と
っ
て
こ
れ
ら
は
経
営
の
規
模
拡
大
や

安
定
経
営
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
反

缶
、
若
い
労
働
力
が
減
少
し
、
農
業
の
担
い
手
不

足
と
い
う
深
刻
な
一
面
も
見
ら
れ
ま
す
。

村
で
は
、
若
い
農
業
後
継
者
と
そ
の
配
偶
者
の

確
保
を
図
る
た
め
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
こ
の

ほ
ど
農
村
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

後
継
者
問
題
に
本
践
を
入
れ
た
こ
の
結
婚
相
談

所
開
設
は
、
後
継
者
不
足
に
悩
む
農
家
に
と
っ
て

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村
と
し
て
も
大
き
な
期
待

が
持
た
れ
ま
す
。

相
談
員
に
は

坂
本
さ
ん
ら
お
人
を
委
嘱

村
農
村
結
婚
相
談
所
の
開
設
に
伴
い

六
月
一
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
結

婚
相
談
員
の
委
瞬
状
交
付
が
行
わ
れ
、

川
辺
の
坂
本
菊
雄
さ
ん
ら
二
十
三
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
員
の
任
期
は
四
年
間
で
、
結
婚

*
 

の
相
談
や
仲
介
に
あ
た
る
ほ
か
、
媒
酌

人
へ
の
報
償
金
の
支
給
を
は
じ
め
、
新

郎
新
婦
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
、
事

業
を
と
お
し
て
後
継
者
の
育
成
に
あ
た

り
ま
す
。

媒
酌
人
に
報
償
金

後
継
者
に
は
記
念
品

相
談
所
は
、
村
農
業
委
員
会
に
事
務

局
を
置
き
、
当
面
、
農
業
後
継
者
対
策

の
啓
も
う
宣
伝
、
結
婚
の
相
談
及
び
仲

介
、
相
談
業
務
に
必
要
な
資
料
の
収
集
、

媒
酌
人
へ
の
報
償
金
の
支
給
、
新
郎
新

婦
へ
の
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が
主
な
事

業
内
容
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
と
お
し
て
、
若
い

労
働
力
の
確
保
や
農
業
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
媒
酌
人
に
対
し
て
の
報
償
金

は
、
配
偶
者
が
村
内
の
場
合
に
は
一
万

円
、
配
偶
者
が
村
外
の
場
合
は
ニ
万
円

が
支
給
さ
れ
、
新
郎
新
婦
に
は
一
万
円

相
当
の
記
念
品
を
贈
り
、
激
励
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

報
償
金
の
支
給
対
象
に
は

一

定

条

件

こ
の
報
償
金
の
支
給
対
象
は
、
次
の

よ
う
な
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
が
該

当
に
な
り
ま
す
。

女

村
内
に
住
所
、
を
有
し
、
経
営
面
積

五
0
ア
ー
ル
以
上
で
、
現
在
、
農
業
に

従
事
し
て
い
る
後
継
者
ま
た
は
、
将
来

農
業
に
従
事
す
る
見
込
み
の
あ
る
後
継

者
で
あ
る
こ
と
。

+
丹
後
継
者
が
初
婚
で
あ
る
こ
と
。

犬
同
一
世
帯
一
一
回
に
限
る
こ
と
。

-宵

そ
の
他
、
所
長
が
適
格
者
と
認
め

る
者
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ソ
、

報
償
金
等
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
一
カ
月
前
ま
で
に
相
談
員
に
後

継
者
結
婚
の
申
出
を
し
ま
す
。
申
出
を

受
け
た
相
談
員
は
届
書
を
所
長
に
提
出

し
、
所
長
は
内
容
を
審
査
し
て
報
賞
金

等
の
支
給
決
定
を
行
い
、
相
談
員
を
通

じ
当
該
申
出
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

お
近
く
の
棺
談
員
に

気
軽
に
ご
相
談
を

そ
の
他
、
結
婚
相
談
所
に
つ
い
て
の

詳
し
い
こ
と
は
、
各
地
区
の
結
婚
相
談

員
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

結婚相談員名(11併問)

電話番号

密 2640

愈 2520

密 3511

密 2505

愈 2146

愈 3922

愈 3258

愈 3423

密 3222

愈 2025

密 2171

密 2832

密 2797

愈 2733

愈 2762

愈 3245

愈 2630

愈 2143

愈 2325

愈 2908

愈 3076

愈 2277

愈 2777

愈 2679

愈 3101
内線 43

雄

郎

九
一

助

夫

光

蔵

蒸

夫

司

助

太

章

人

雄

次

雄

夫

一

蔵

名
t

之

之

菊

宗

金

正

貞

浩

鉄

武

正

代

倉

義

清

輝

徳

藤

貞

広

安

藤

孝

仲

千

本

部

針

谷

根

谷

田

針

針

里

f
関

野

林

野

形

沢

野

木

間

賀

田

森

重

久

久

坂

矢

小

築

関

岩

車

小

小

双

小

佐

奥

小

上

宗

塩

大

鈴

佐

有

境

石

氏

辺

地区名

)11 

キ

生

高

蒜

小

中

中守法岩

崎
~己

巴

意、

失

農業委員会

正根関

南須釜

北須釜

山小屋

四辻
新田

事務局

士口



1削111山11川川i日I

こ
の
運
動
は
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
、

暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲
労
・
夏
の
解
放

惑
か
ら
く
る
無
謀
運
転
等
に
よ
る
交
通

事
故
を
防
止
し
、
明
る
い
地
域
社
会
づ

く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

夏
は
、
夏
休
み
・
夏
季
休
暇
等
に
よ

り
レ
ジ
、
ャ
l

・
帰
省
等
外
に
出
る
機
会

が
多
く
な
る
と
と
も
民
暑
さ
も
加
わ
っ

て
、
交
通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

。
過
労
(
い
ね
む
り
運
転
〉
・
無
謀
運

転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

暑
さ
や
行
楽
等
が
原
因
で
疲
労
が
重

な
り
、
い
ね
む
り
運
転
を
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
車
を
運
転
中
に
眠
く
な

っ
た
ら
必
ず
車
を
止
め
、
休
憩
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
等
無
謀
運
転
は
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

。

〉
円
J

O
子
供
と
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
交
通
事
故
原
因
の
ト
γ
プ
は

「飛
び
出
し
」
で
、
そ
の
他
「
自
動

車
の
直
前
直
後
の
横
断
」
・
「
路
上

遊
戯
」
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
休

み
は
家
の
外
で
遊
ぶ
時
間
が
多
く
な

り
ま
す
。
飛
び
出
し
た
り
し
な
い
よ

う
や
さ
し
く
教
え
て
あ
げ
ま

し
ょ

う
。
ま
た
、
お
年
寄
り
は
耳
が
速
い

.
ス
ピ
ー
ド
感
、
が
鈍
い
こ
と
を
考

え
、
そ
ば
を
通
る
時
に
は
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

。
自
転
車
・
二
輪
車
の
事
故
を
防
ぎ
ま

夏
体
み
を
楽
し
く
過
ご
そ
う

夏
休
み
は
、
ふ
だ
ん
に
比
べ

る
と
家
の
外
で
遊
ぶ
時
間
が
長

く
な
り
ま
す
。

急
な
飛
び
出
し
ゃ
自
動
寧
の

直
前
直
後
の
横
断
な
ど
が
子
供

の
交
通
事
故
の
原
因
。
交
通
事

故
に
あ
わ
な
い
で
、
楽
し
く
夏

休
み
を
過
ご
そ
う
。

'
L
ょ-フ。

自
転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
グ
等
は
便
利
な

乗
り
物
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
ま

す
が
、
事
故
が
多
い
こ
と
も
事
実
で

す
。
「
自
転
車
も
乗
れ
ば
車
の
仲
間

入
り
」
。
安
全
な
乗
り
方
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

。
シ
!
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

「
た
だ
の
網
さ
れ
ど
命
を
ま
も
る

網
」
家
庭
で
「
し
め
よ
う
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
か
ぶ
ろ
う
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」
の

一
声
運
動
を
実
施
し
、
職
場
ぐ
る
み

で
シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

。
お
盆
に
は
濯
を
飲
む
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
酒
飲
み
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

第

囲
指
導
員
研
修
会
を
開
催

去
る
六
月
十
日
、
午
後
六
時
か
ら

就
業
改
善
セ
ジ
タ
l
で
、
村
青
少
年

育
成
指
導
員
の
第
一
回
の
研
修
会
が

開
催
さ
ま
ま
し
た
。

込
懇
y

研
修
会
に
は
、
青
少
年

議
箆

育

成

村

民

会

議

の
設
立
の

緩
際
盤

際
に
、
各
地
区
の
青
少
年

嘉

誠

一
育
成
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

一翠
J
尚
一一
し
て
委
嘱
さ
れ
た
指
導
員

1
 

一欝

鶴

一
二
十
五
名
が
出
席
。
村
民

一瀦
凋川
崎
一
会
議
会
長
で
あ
る
村
長
か

嘉

ιら
指
導
員
に
対
し
て
の
感

謝

翠

謝
と
、
今
後
の
躍
進
を
願

筆
家
重
一
う
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
指

働

事

導
員
の
自
己
紹
介
が
行
わ

/

べ

れ

、

研

修
に

入
り
ま
し

た
。
講
師
は
須
釜
中
校
長

の
添
田
昌
稔
先
生
で
、
「
青
少
年
育
成

指
導
員
の
役
割
」
と
題
し
、
現
代
の

子
供
像
を
と
り
あ
げ
、
い
か
に
子
供

た
ち
を
理
解
す
る
か
な
ど
、
指
導
者

と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
各
地
区
推
進
協
議
会
か
ら

今
年
度
の
事
業
計
画
の
発
表
が
あ
り

互
い
に
事
業
内
容
の
検
討
を
し
、
研

修
会
を
修
了
し
ま
し
た
。

女
こ
れ
か
ら
の
事
業
予
定

-
少
年
球
技
大
会
の
開
催

(
八
月
第
一
日
曜
日
)

・
「
家
庭
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

(
夏
休
み
期
間
中
〉
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警
の

1

加
入
者

の
範
囲
が
拡
大

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
蓑
も
必
ず
加
入

公
的
年
金
制
度
が
、
世
代
内
・
世
代
聞
の
公
平

性
の
確
保
、
給
付
の
適
正
化
、
負
担
の
適
正
化
、

婦
人
の
年
金
権
の
確
立
を
基
本
的
目
標
に
昭
和
六

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
国
民
に
共
通
の
基
礎
年
金
を
支

給
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
加
入
者
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
新
た
に
厚
生
年
金
の
加
入
者
と

そ
の
妻
は
必
ず
加
入
す
る
(
強
制
加
入
〉

ζ

と
に

な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
、

海
外
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
日
本
人
、
二
十
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
も
加

入
で
き
る
(
任
意
加
入
)
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

盛
ず
加
入
す
る
人
は

三

種

類

に

問問 川

〉
第
一

(
と
な

農
業
、
商
業
や
自
営
業
な
ど
で
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
。
(
今

ま
で
の
国
民
年
金
強
制
加
入
者
〉

厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
な
い
配
偶
者
〈
健
康
保
険
で
被
扶
養

者
と
な
っ
て
い
な
い
配
偶
者
)
で
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
。

被
用
者
年
金
(
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
〉
か
ら
老
齢
年
金
・
退
職
年
金
が
受

け
ら
れ
る
人
(
受
給
資
格
期
聞
を
満
了

し
て
い
る
人
)
で
、
受
給
年
齢
に
一達
し

て
い
な
い
六
十
歳
未
満
の
人
。

者

者

〉
第
一
一

行
乙
)(

と
な

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
。
ハ
二
十
歳
未
満
の
人
、
六
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
人
も
ふ
く
ま
れ
ま

す〉
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
〈
健
康
保
険
で
被
扶
養
者

と
な
っ
て
い
る
配
偶
者
)
で
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
。

こ
の
よ
う
に
加
入
者
は
三
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

任

入

で
き
る
人

者

安
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
大
学

及
び
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
。

女

六
十
歳
未
満
で
被
用
者
年
金
〈
厚

生
年
金
な
ど
)
か
ら
老
齢
年
金
・
・
退
職

年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

女
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
で
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
で
、
国

民
年
金
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
六
十
歳
で
資
格
期
間
を
満
た
す
と

と
が
で
き
な
い
人
。

女

外
国
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
日
本
人
。

こ
の
よ
う
な
任
意
加
入
で
き
る
人
は
第

一
号
被
保
険
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま

す。
露
生
年
金

は
ニ

(第3号彼保険者)

夫の厚生年金制度

からまとめて拠出、

市町村iこ届出をす

れば、保険料を納

めなくてよい

加
入
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
の

で
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
は
国
民

年
金
と
二
重
加
入
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
号
被
保
険
者
と
な
る
厚
生

年
金
保
険
加
入
者
の
被
扶

養

配
偶
者

は
、
住
所
地
の
市
町
村
で
確
認
し
ま
す

の
で
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
ど
う
な
る
か

第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
の
国
民
年
金
と
同
じ
よ
う
に
、
男

女
・
年
齢

・'所
得
の
区
別
な
く
一
律
の

金
額
で
個
々
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
厚

生
年
金
保
険
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度

へ
拠
出
さ
れ
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
厚

生
年
金
保
険
加
入
者
全
体
で
負
担
し
、

国
民
年
金
制
度
に
ま
と
め
て
拠
出
さ
れ

る
た
め
、
加
入
者
個
々
に
保
険
料
を
納 (第1号彼保償者)

サラリーマンの婆で

サラリーウーマン

付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
だ
よ
り

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

免
除
の
手
続
き
を

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
、
失

業
し
た
り
収
入
が
著
し
く
減
っ
た
こ

と
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
申
出
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
に
は
、
一
定
の
基
準

が
あ
り
ま
す
が
、
七
月
末
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
基
準
に
該
当
す
れ
ば
今

年
の
四
月
か
ら
来
年
一
一
一
月
ま
で
の
保

険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は

印
鑑
と
保
険
料
納
入
通
知
書
を
持
参

し
役
場
住
民
課
年
金
係
又
は
須
釜
支

所
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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い
ち
ご
み
に

子
供
ら

世
間

d

こんなに摘んだよ

泉
保
育
所
で
は
、
こ
の
ほ
ど
圏
外
保
育
を
か
ね

た
H

い
ち
ご
摘
み
H

が
行
わ
れ
、
約
四
十
人
の
菌

児
ら
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
い
ち
ご
摘
み
の
体
験
は
、
保
育
園
児
の
父

兄
で
あ
る
中
字
向
の
小
針
義
信
@
恵
子
さ
ん
夫
妻

の
配
慮
で
実
現
し
た
も
の
。

い
ち
ご
畑
ま
で
徒
歩
で
行
っ
た
子
供
た
ち
は
、

先
生
の
お
話
し
を
聞
い
た
あ
と
、
早
速
、
い
ち
ご

摘
み
を
。
甘
い
香
り
の
漂
う
ハ
ウ
ス
の
中
で
、
子

供
た
ち
は
赤
い
突
を
見
つ
け
る
た
び
に
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
、
パ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
手
擦
よ
く
摘
み
と

っ
て
い
ま
し
た
。

い
ち
ご
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

自
で
見
、
手
で
摘
み
と
っ
た
と
の
体
験
、
大

き
な
心
の
収
穫
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
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ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
生
け
花

初
の
合
同
展
示
会
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玉
川
山
野
草
会
(
会
長
・
車
田
光
雄
)
と
華
道

小
原
流
(
代
表
・
岩
谷
ミ
ヨ
小
原
流
教
授
〉
の
生

け
花
の
合
同
展
示
会
が
、
六
月
一
一
十
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
公
民
館
ロ
ピ
ー

で
関
寵
さ
れ
ま
し
た
。

山
野
草
会
は
、
ミ
ニ
鉢
の
ウ
チ
ョ
ウ
一
フ

γ
七
十

点
を
出
品
し
、
か
れ
ん
な
風
博
を
ロ
ピ
ー
い
っ
ぱ

い
に
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
生
け
花
は
、

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
の
違
和
感
を
出
さ
な
い
心
使
い

で
、
初
夏
の
野
山
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
材
料
を
使

つ
て
の
作
品
十
一
一
一
点
を
展
示
。
初
め
て
の
展
示
会

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
色
の
組
み
合
せ
が
訪
を
奏

し
て
か
人
気
を
呼
び
、
多
く
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
展
示
会
で
は
会
員
ら
が
、
実
生
か
ら

育
て
た
ウ
チ
ョ
ウ
一
フ

γ
を
即
売
し
、
飛
ぶ
よ
う
な

売
れ
ゆ
き
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
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名
花
を

d 戸、
った

咲き具合いも今が一番

第
十
四
回
さ
っ
き
盆
栽
展
が
、
公
民
館
と
村
さ

っ
き
盆
栽
会
の
共
鑑
で
六
月
八
日
。
九
日
・
十
日

の
一
一
一
自
関
に
わ
た
っ
て
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
関

寵
さ
れ
ま
し
た
。

出
品
作
品
は
「
暁
天
」
や
「
山
の
光
」
「
旭
の
泉
」

な
ど
名
花
約
七
十
点
。

会
員
ら
が
丹
精
を
込
め
、
手
入
れ
の
ゆ
き
届
い

た
鉢
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
参

観
人
は
、
校
ぶ
り
や
花
の
咲
き
具
合
を
て
い
ね
い

に
観
賞
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
一
般
の
部
で
目
黒
度
行
さ
ん
の

「
華
宝
」
が
村
長
賞
、
競
技
花
で
は
会
長
賞
に
小

林
宏
一
さ
ん
な
ど
が
選
ば
れ
、
入
賞
者
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ

楽
し
い
ひ
と
と
き

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

昭
和
六
十
年
度
の
婦
人
学
級
開
設
を
前
に
し

て
、
そ
の
準
備
会
が
六
月
二
十
四
日
午
後
七
時
一
一
一

O
分
か
ら
就
改
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
婦
人
会
な
ど
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た

二
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
婦
人
約
五
十
人
が
、

公
民
館
社
教
主
事
の
落
合
先
生
の
指
導
で
レ
ク
ダ

シ
ス
を
行
な
っ
て
、
ま
ず
は
雰
関
気
づ
く
り
。

日
ご
ろ
ス
ポ

i
ツ
民
謡
に
は
慣
れ
て
い
る
婦
人

も
、
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
ベ
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ
ー
」

や
「
コ
ロ
プ
チ
カ
」
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
。
そ
の

後
は
婦
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
学
級
を
望
ん
で
い

る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
公
民
館
で
は
こ
れ
ら
の
内
容
を
集
約
し
、
十

分
に
反
映
し
た
学
級
関
誌
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

会ごやかな雰臨気で
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

村
民
を
紹
介
す
る
た

め
に
設
け
ま
し
た
。
「
こ

ん
な
人
が
い
ま
す
」
と
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

間IItmll叩 11 (フ) 111111111川

母
乳
語
を

教
え
よ
う

子
育
て
を
し
て
い
る
動
物
の
姿
は

い
つ
見
て
も
感
動
的
で
す
。
親
が
子

を
い
つ
く
し
む
の
は
、
ふ
関
も
動
物

も
変
わ
り
が
な
い
の
に
心
を
打
た
れ

る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

結
婚
相
談
員
の
一
人

中
の

小針武夫さん(中)

農
業
後
継
者
対
策
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
ほ
ど
玉
川
村
農
村
結
婚
相
談
所
が

開
設
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
二
十
三
名
の
結

婚
相
談
員
が
誕
生
し
ま
し
た
℃

そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
中
字
天
神
の

小
針
武
夫
さ
ん
ハ
六
十
一
歳
〉
に
今
月

は
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
針
さ
ん
が
今
ま
で
に
仲
を
と
り
も

っ
て
縁
組
み
さ
せ
た
カ
ッ
プ
ル
は
二
十

五
組
と
開
い
て
ピ
ッ
ク
リ
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
農
業
後
継
者
で
あ
る
長
男
。
そ

の
う
ち
村
内
同
志
が
大
半
を
占
め
、
隣

接
市
町
村
か
ら
の
花
嫁
も
最
近
多
く
な

っ
て
い
る
と
か
。

外告し
山主主?

園大 ?宅監事
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い
つ
か
テ
レ
ピ
で
、
ヒ
ナ
を
世
間
口
て
る

イ
ヌ
ワ
シ
の
映
画
を
見
て
、
あ
ま
り
に

も
献
身
的
な
の
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

ヒ
ナ
、
が
ど
う
に
か
動
け
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
母
鳥
は
何
十
日
も
の
問
、
片
時

も
巣
を
離
れ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

日
本
の
母
親
は
ず
い
ぶ
ん
こ
ど
も
を
大

切
に
す
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
イ
ヌ
ワ
シ
に
は
か

な
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
手
抜
き

小
針
武
夫
さ
ん

何
よ
り
も
当
人
間
士
の
信
頼
が
一
番

で
あ
り
、
自
分
の
娘
を
嫁
に
出
す
時
と

同
じ
く
ら
い
の
気
持
ち
を
持
た
な
く
て

は
と
そ
の
難
し
さ
の
側
面
を
チ
一
フ
リ
。

一
組
つ
く
り
あ
げ
る
の
に
七
、
八
回
の

足
は
こ
び
も
あ
り
、
な
か
に
は
長
年
の

感
で
初
対
面
の
雰
囲
気
か
ら
カ
ッ
プ
ル

誕
生
の
予
測
も
。
「
ま
ず
、
今
ま
で
の
経

験
を
土
台
に
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
相
談

員
と
し
て
微
力
で
す
が
、
若
い
人
た
ち

に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
抱
負
の
一
言
。

柔
和
な
笑
顔
で
、
た
だ
い
ま
一
組
交

渉
中
と
か
。
村
の
仲
人
さ
ん
は
多
忙
な

日
が
続
き
ま
す
。

育
児
を
す
る
お
母
さ
ん
な
ど
恥
ず
か
し

く
て
顔
が
あ
げ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、

一人
間
の
子
は
、
い
か
な
る

ほ
か
の
動
物
の
子
も
決
し
て
受
け
ら
れ

な
い
教
育
を
受
け
ま
す
。

ζ

と
ば
で
す
。

こ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
こ
ど
も
は

H

も
の
ご
こ
ろ
H

を
つ
け
る
の
で
す
。

母
乳
に
よ
っ
て
あ
か
ち
ゃ
ん
の
体
は
ぐ

ん
ぐ
ん
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
人
間
，ら
心
く
な
り
ま
せ

ι。

H

こ
こ
ろ
の
母
乳
勺
こ
と
ば
を
与
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
は
じ
め
て
の
こ
と
ば
の
こ
と
を

私
は
H

母
乳
語
H

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
母
乳
と
同
じ
く
ら
い
大
切
で
す

が
、
そ
れ
を
ご
存
じ
な
い
お
母
さ
ん
が

安
達
L
A
良
曲
に
登
り
ま
せ
ん
か

村
民
登
山
会
の
参
加
者
募
集

公
民
館
で
は
、
第
十
九
回
村
民
登

山
会
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

安
達
太
良
山
へ
の
登
山
コ

i
ス

は
、
初
心
者
に
も
安
心
し
て
登
れ
ま

す
。
雄
大
な
自
然
の
中
で
、
豊
か
な

心
と
体
力
づ
く
り
に
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

八

日

時

V
昭
和
六

O
年
七
月
二

十
一
日
(
日
〉
集
合

時
間
・
午
前
六
時
十

五
分
(
役
場
前
及
び

須
釜
支
所
前
〉

八

場

所

V
安
達
太
良
山

〈

参

加

者

V
村
内
に
居
住
し
て
い

す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ッ
パ
イ
や

ミ
ル
ク
を
与
え
な
い
で
平
気
で
い
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、

H
V

」
こ
ろ
の

母
乳
H

を
忘
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
は
い

く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
母
乳
語
を
教
え
る

の
か
と
い
い
ま
す
と
、
と
に
か
く
、
こ

ど
も
が
直
接
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
く

り
か
え
し
く
り
か
え
し
、
オ
ッ
パ
イ
で

す
よ
、
と
か
、
お
母
さ
ん
で
す
よ
、
と

言
っ
て
き
か
せ
る
の
で
す
。

何
百
四
、
何
千
四
と
く
り
か
え
し
て

い
る
う
ち
に
.
母
の
心
が
す
こ
し
ず
つ

子
の
中
へ
伝
わ
っ
て
、
も
の
ど
こ
ろ
が

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
と
ば
が
わ

か
り
出
し
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
、
し
つ
け

が
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
う

る
十
八
歳
以
上
の
人
。

八
募
集
人
員

V
百
人

八

会

費

V
一
人
当
り
千
八
百
円

八
申
込
期
間

V
七
月
十
日
(
水
)
ま
で
。

〈
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
〆
切
)

八
申
込
先
〉
あ
な
た
の
地
区
の
体
育

指
導
員
ま
で
。

い
う
こ
と
ば
の
教
育
は
も
っ
と
も
早

い
、
し
つ
け
ら
し
か
ら
ぬ
、
大
切
な

し
つ
け
な
の
で
す
。
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鍔議E警

八
一
一
品

南
須
釜
が
二

日
に
栄
冠

地
区
総
出
で
行
わ
れ
る
村
民
球
技
大

会
が
六
月
九
日
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

勤
労
者
体
育
セ
ノン
タ
:
で
関
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
毎
年
)
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
予
戦
と
し
て
行
ね
れ
る
も
の
。

地
区
対
抗
だ
け
に
地
区
の
カ
ス
れ
も

相
当
で
、
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ
十
チ

1
ム

が
出
場
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
は
四
十
歳
以
上
、

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
三
十
歳
以
上
の

日
ご
ろ
余
り
ス
ポ
ー
ツ
に
縁
の
な
い
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
が
大
ハ
ッ
ス
ル

し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

選
手
の
家
族
を
は
じ
め

区
長
さ
ん
や
区
役
員
の
み
な
さ
ん
も
か

け
つ
け
、
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
試
合
の
結
果
は
、

土問
須
釜
チ
ー

ム
が
強
豪
を
発
揮
し
、
ソ
フ
ト
と
バ
レ

ー
の
こ
種
目
を
制
し
ま
し
た
。

力強い選手宣誓のあと、プレー開始

①
南
須
釜
②
中

②マ③マ
小家吉ソ
高庭、フ
③ パ 岩 ト
中レ法ポ

i寺 i
ポ)!.-

)L-

①
南
須
釜

優
勝
は
皆
さ
ん
の
お
陰

南
須
釜
区
長

吉

村

幸

白熱した試合展開をみせたバレー

球
技
大
会
に
参
加
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
ダ
ブ
ル
優
勝
し

た
瞬
間
、
良
く
や
っ
て
く
れ
た
、
御
苦
労

さ
ん
と
心
の
中
で
叫
ば
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
優
勝
獲
得
の
た
め
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
バ
レ

l
、
ソ
フ
ト
の
選

手
の
方
々
の
協
力
に
対
し
、
感
謝
の
気

持
で
一
杯
で
す
。
自
分
も
区
長
と
し
て

こ
の
大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
思

い
出
と
共
に
一
生
忘
れ
る
事
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

選
手
の
方
も
練
習
も
良
く
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
は
早
朝
か
ら
の
練

習
。
疲
れ
も
ど
こ
吹
く
風
で
一
日
の
仕

事
が
終
っ
た
あ
と
、

練
習
に
励
ん
で
い

る
女
予
選
手
を
間
の
当
り
拝
見
し
て
、

今
年
も
優
勝
ま
ち
が
い
な
い
、
そ
の
予

感
通
り
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人

と
人
と
の
変
友
、
親
睦
の
輸
を
大
き
く

し
た
い
も
の
で
す
。

次
は
郡
大
会
で
す
。
選
手
と
共
に
頑

張
っ
た
い
と
思
い
ま
す
。

?
l
lキ
ャ
プ
テ
ン
さ
ん
の
喜
び
の
声

円谷忠、撃さん

つ
い
に
や
っ
た
念
願
の
優
勝
。
こ
こ

二
、
三
年
今
年
こ
そ
は
と
期
待
さ
れ
な

が
ら
、
ど
た
ん
場
で
ひ
っ
く
返
り
さ
れ

た
事
等
、
苦
小
思
hr
仰山
一が
ナ
イ
ン
の
頭

の
中
に
あ
っ
で
の
一大
会
で
し
た
。

今
回
こ
そ
は
と
パ
ッ
テ
シ
グ
を
中
心

に
熱
の
入
っ
た
練
習
で
し
た
。
大
会
初

〈ソフトボール〉

戦
で
の
パ

ッ
テ
ン
グ
は
、

塁
に
出
る
と

い
う
執
念
の
よ
う
な
も
の
が

感

じ
ら

れ
、
二
戦
三
戦
に
入
っ
て
も
打
ち
負
け

る
気
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

叉、
守
り
も
三
人
の
投
手
を
控
え
、
守

備
で
は
そ
れ
ぞ
れ
特
長
を
持
っ
て
い
る

メ
ン
バ
ー
が
パ
ッ
ク
に
お
り
、
気
合
い

が
入
っ
て
い
る
の
で
今
日
は
い
け
る
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
優
勝
出
来
た
事
は

‘

区
役
員
の
方
々
の
力
添
い
と
、

選
手
各

自
の
勝
た
な
く
て
は
と
言
う
気
迫
が
、

ミ
ッ
ク

ス
し
た
全
員
で
勝
ち
取
っ
た
優

勝
で
す
。

んさ

¥
lり

ヨ

~

ク

ボ

つ
い
壬
一
(

併

知

山

岡

由

同

/
1
1
、

南
須
釜
チ
l
ム
は
、
今
回
で
九
年
連

続
優
勝
と
言
う
事
も
あ
り
ま
し
て
、

感

激
は
ひ
と
し
お
で
す
。

私
達
チ
i
ム
は
、
区
民
代
表
選
手
と

言
う
事
を
各
選
手
共
に
良
く
肝
に
銘
じ

て
、
練
習
を
す
る
時
か
ら
偶
人
プ
レ
ー

を
捨
て
い
お
互
い
に
責
任
あ
る
、選
手
に
、

雄

派
遣
社
会
教
育

主
事
一
一
一
ヶ
月

落

A 
I::l 

克

美

生
涯
教
育
の
必
要
性
が
注
目
さ
れ

る
今
日
、
は
か
ら
ず
も
県
よ
り
、
本

村
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
三
ヶ
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
o
f

玉
川
の
逆
さ
杉
よ
り
夏
の
空

草
息
切
れ
宮
前
古
墳
訪
ね
け
り

軒

忍

思

い

出
残
す

東

福

寺

文
化
財
や
自
然
を
満
喫
で
き
る
と

と
も
に
、

豊
か
な
人
情
味
あ
ふ
れ
る

古
郷
は
、
私
を
温
か
く
迎
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
綾
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
の一

翼
を
に
な
う
地
域
と
し
て
、

今
こ
そ
ま
さ
に
、
デ
イ
ス
カ
バ
ー
た

ま
か
わ
、
村
振
興
の
た
め
に
微
力
を

尽
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
は
、
全
て
の
村
民
に
奉
仕

す
る
住
民
の
た
ま
り
場
で
す
。
御
協

力
を
切
に
お
願
い
し
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

そ
し
て
良
い
チ

i
ム
作
り
に
と
皆
精
一

杯
力
を
合
せ
て
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。

お
陰
様
で
こ
の
練
習
の
成
果
も
あ
り

ま
し
て
、
優
勝
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た
事
に

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
七
月

十
四
日
の
郡
大
会
出
場
も
上
位
を
目
指

し
て
、
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
、
良
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
村
民
皆
さ
ん
の
期

待
に
添
う
よ
う
な
試
合
を
し
て
来
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
良
き
御
指
導
と
御

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

L
ま
す
。
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日(*)
r:.:霊協力を

一関月補
圏

10月 1日、全国

いっせいに国勢調

査が行われます。

国勢調査は、大正

9年から 5年ごと

に実施され、今回

で14回目となります。調査の結果は、福祉、

雇用、住宅、環境整備など、わたしたちの

暮らしに密着したさまざまな問題について、

国や都道府県、市区町村が行う行・財政施

策の重要な資料として利用されます。 9月

下旬から 10月上旬jにカ=けて、調査員がお宅

にお{司いしますので¥よみしくご協力をお

願いします。

新
有
権
者
の
つ
ど
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

昭
和
六
十
年
度
の
新
有
権
者
の
つ
ど

い
を
次
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
新
有
権
者
と
し
て
の

選
挙
、
政
治
等
に
関
す
る
基
磁
的
知
識

や
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

期

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

。
関
穣
地
県
海
浜
車
問

年
の
家
(
相
馬
市
〉

九
月
六
日
J
九
月
八
日

二
泊
一
一
一
日

昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か

ら
四
十
一
年
四
月
一
日
ま

で
の
関
に
生
ま
れ
た
者
の

〔
食
中
毒
が
多
く
お
こ
る
場
所
〕

自
分
の
家
で
調
理
し
た
り

食
べ
た
り
す
る
の
が
一
番
安

全
だ
と
考
え
る
人
が
多
い
の

で
す
が
、
「
常
識
の
ウ
ソ
」

と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
全

食
中
毒
発
生
件
数
の
約
四

O

%
が
家
涯
で
お
こ
っ
て
い
ま

す
。
た
た
患
者
数
で
は
、
'学

校
等
の
集
団
給
食
が
約
五

O

間

。
参
加
者E理 d令

集嵩

ガ
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
食
中
毒
が
多
い
の
は
、
細
菌

性
の
も
の
で
は
、
冷
蔵
庫
の
過
信
や
誤

用
、
手
指
や
ま
な
板
、
ふ
き
ん
等
の
不

潔
な
こ
と
が
原
因
で
す
。
ま
た
、
知
識

不
足
や
不
注
音
山
が
原
因
で
、
毒
キ
ノ
コ

や
フ
グ
等
の
自
然
毒
食
中
毒
の
ほ
と
ん

ど
が
ー家
庭
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

〔
食
中
毒
が
お
こ
り
や
す
い
食
品
〕

わ
が
国
で
比
例
年
、
川
食
中
毒
の
四

O

う
ち
、
地
域
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
意
欲
の
あ

る
者
で
選
挙
管
理
委
員
会

が
推
せ
ん
す
る
者

講
義
、
講
演
、
話
し
合
い

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等

※
申
し
込
み
先

玉
川
村
選
挙
管
理
委
員
会

(
役
場
総
務
課
内
〉

内

'*' 官

%
以
上
が
鮮
魚
介
類
に
よ
っ
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

次
に
多
い
の
が
マ
カ
ロ
ニ
や
ポ
テ
ト

サ
ラ
ダ
、
和
食
折
詰
弁
当
、
調
理
パ
ン

等
の
そ
う
莱
や
複
合
調
理
食
品
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
十
五
J

ニ
O
Mで
す
。

案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
お
に

ぎ
り
、
赤
飯
等
に
よ
る
食
中
毒
で
約
十

王
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
自
本
に
多
い
食
中
毒
の
種
類
〕

食
中
毒
は
細
菌
性
、
有
毒
化
学
物
質

及
び
自
然
毒
に
よ
る
も
の
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

E
本
の
食
中
毒
の
九

O
%は
細

巡
回
婦
人
相
談
会
の
お
知
ら
せ

婦
人
相
談
所
は
、
婦
人
の
悩
み
や
困

り
ご
と
な
ど
の
相
談
を
う
け
、
解
決
へ

の
お
伝
い
を
し
ま
す
。
次
の
日
程
で
相

談
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

糖
尿
イ
コ
!
ル

糖
尿
病
で
は
な
い

糖
尿
の
検
査
は
簡
単
に
で
き
る
の
で

集
団
検
診
や
、
生
命
保
険
加
入
時
の
健

康
診
断
で
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

こ
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

糖
尿
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
糖
尿
病
か
、

と
心
配
し
た
話
を
よ
く
き
き
ま
す
。

確
か
に
糖
尿
は
糖
尿
病
を
発
見
す
る

菌
性
で
、
残
り
の
ほ
と
ん
ど
は
自
然
毒

ハ
フ
グ
、
キ
ノ
コ
毒
)
に
よ
る
も
の
で

す
。
化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
は
、
ご

く
わ
ず
か
で
す
。

〔
細
菌
性
貧
中
毒
の
予
防
〕

細
菌
性
食
中
毒
の
予
防
に
は
次
の
三

原
則
が
あ
り
ま
す
。

清
潔
の
原
則
!
!
外
見
的
な
き
れ
い
さ

だ
け
で
な
く
、
食
中
毒
菌
の
付
着
し
て

い
な
い
原
材
料
を
用
い
、
清
潔
な
調
理

器
日
六
世
帯
を
使
、う
こ
と
J

で
す
。

温
度
の
原
則

l
i加
熱
殺
菌
と
低
温
保

存
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
食
中
毒

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

と

き

7
月
四
日
(
木
〉

と
こ
ろ
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

時

間

午

前

日

時

J
午
後
4
時

キ
ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
す
が
、
糖
尿
イ
コ

ー
ル
糖
尿
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿

病
で
な
く
て
も
、
尿
に
糖
の
出
る
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
緊
張
し
た

と
き
検
査
を
受
け
る
と
、
糖
尿
が
見
つ

か
る
し
、
妊
娠
し
た
女
性
に
も
糖
尿
が

現
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
分

ベ
ん
す
る
と
糖
尿
も
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
健
康
な
人
で
も
非
常
に
多
く

糖
分
を
と
る
と
糖
尿
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

糖
尿
が
発
見
さ
れ
た
ら
、
必
ず
血
糖

検
査
、
す
な
わ
ち
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

の
量
を
調
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
こ

の
血
糖
値
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
か
否

か
、
糖
尿
病
な
ら
病
状
が
ど
う
か
、
は
じ

め
て
わ
か
る
の
で
す
。
糖
尿
検
査
だ
け

で
糖
尿
病
と
早
合
点
し
な
い
よ
う
に
。

菌
は
充
分
に
火
を
通
せ
ば
死
滅
し
ま

す
し
、
お
じ
以
下
で
は
増
殖
し
ま
せ

ん。迅
速
の
原
則

l
l調
理
加
工
し
た
食
一

品
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
る
こ

と
が
食
中
毒
予
防
上
大
切
な
こ
と
で

す。
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山川

注
意
し
て
く
だ
さ
い

電
線
付
近
で
の
作
業

最
近
、
送
電
線
で
の
事
故
が
多
く
お

き
て
い
ま
す
。
電
線
付
近
で
の
工
事
作

業
は
、
頭
上
の
安
全
確
認
を
し
、
東
北

電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
北
電
力
須
賀
川
営
業
所

〈愈

0
2
4
8
③
3
1
3
8〉

東
北
電
力
石
川
出
張
所

(
密

0
2
4
7
2
⑥
2
1
5
5
)
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*
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
沿
〈
採
用
後
、
税
務
大

学
校
普
通
科
へ
入
校
)

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務
員
採

用
試
験
に
合
格
し
た
者
の
中
か
ら
採
用

さ
れ
ま
す
。
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

@
受
験
資
格
:
:
:
昭
和
四
十
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
。

争
受
験
申
込
:
:
:
七
月
十
日
〈
水
)
か

保田

民
険

健

税康

今
月
の
納
税〈

一
期
分
)

中
元
資
金
は

国
民
金
融
公
庫
で

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
た
だ
い
ま
中

元
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
資
金
な

ど
幅
広
い
資
金
の
使
い
み
ち
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
利
率
も
年
七
・
五
%
に
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

申
し
込
み
は
国
民
金
融
公
庫
郡
山
支

庖
の
ほ
か
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
業
種
、
資
金
使
途
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
融
資
制
度
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
支
庖
の
窓
口
(
愈

0
2

4
9
⑧
7
1
4
0
〉
で
ご
相
談
く
だ
さ

、。
B
L
V
 

ら
七
月
十
七
日
(
水
〉
ま
で
の
間
に

人
事
院
東
北
事
務
局
へ
。

(一

T
m
仙
台
市
本
町
=
一
丁
目
一
一
の

二

三

仙

台
第
二
合
同
庁
舎
)

@
第
一
次
試
験
:
:
:
十
月
六
日
ハ
日
〉

(
教
養
試
験
、
適
正
試
験
及
び
作
文

試
験
〉

@
第
二
次
試
験
:
:
:
十
一
月
十
一
日

(
月
)
か
ら
十
一
月
二
十
二
日
(
金
)

の
う
ち
一
日

(
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
)

@
最
終
合
格
者
発
表
:
:
:
十
二
月
二
十

日
ハ
金
)

申
込
用
紙
の
請
求
な
ど
詳
し
い
こ
と

納
期
限
は
七
月
二
十
五
日
(
木
)

ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

ロ
日
(
金
〉
乳
幼
児
健
診

母
子
セ
ン
タ
ー
午

後
1
時
加
分

日
日
(
月
)
成
人
病
予
防

教
室
〈
岩
法
寺
地
区
)

午
前
9
時
叩
分

日
日
(
火
〉
妊
婦
検
診
及

び
母
親
学
級
(
東
部
〉

母
子
セ
ン
タ
ー
午

後
1
時
初
分

初
日
(
火
)
献
血
(
村
内

一
円
)

3
歳
児
健
診
ハ
泉
地
区
〉

成
人
病
予
防
教
室
〈
四
辻

地
区
〉
午
前
9
時

ω分

妊
婦
検
診
及
び
母
親
学
級

〈
西
部
)
母
子
セ

ン
タ
ー

午
後
1
時
叩
分

。

7
、
8
月
に
総
合
検
診
事
後
指
導

幻
自
〈
水
〉

8
月
1
日

(
木
)

6
日
(
火
〉

は
、
人
事
院
東
北
事
務
局
ま
た
は
、
須

賀
川
税
務
者
〈
愈

0
2
4
8
⑬
2
1
9

4
〉
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

*
税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
募
集

税
金
は
、
私
た
ち
が
共
同
社
会
の
一

員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
い
わ

ば
会
費
と
い
え
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
次
代
を

担
う
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
税
金

の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
税
に
関
す
る
作
文
の
募
集

を
実
施

8
日
(
月
)
青
年
教
室

M
日
ハ
日
〉
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

(
会
場
・
浅
川
町
)

η
日
ハ
水
)
高
齢
者
教
室

幻
日
〈
日
)
第
四
回
村
民
登
山
会

〈
安
達
太
良
山
)

初
日
ハ
金
)
婦
人
学
級

。
そ
の
他
:
:
:
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
、

須
釜
小
五
・
六
年
生
対
象
と
し
て
夏

休
み
中
に
実
施
し
ま
す
。

1，531戸 C+1) 

7，504人 C+4) 

3，703人 C+6) 

3，801人〈ー 2)

村のようす

C60年6月ユ日現在〉

d語圏直弘

L亘j

盤8
盆
窓

や
租
税
教
室
の
開
催
、
租
税
に
関
す
る

副
教
材
の
配
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
国
税
庁
で
は
高
校
生
の
皆
さ

ん
か
ら
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
の

作
文
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
税
に
つ
い
て
日
ご
ろ
考

え
て
い
る
こ
と
や
税
に
つ
い
て
学
校
な

ど
で
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
な

ど
、
税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構
で
す
。

作
文
は
、
一
人
一
一
編
。
一
ニ
千
字
以
内

で
、
九
月
五
日
(
木
〉
ま
で
に
須
賀
川

税
務
署
(
一

T
m須
賀
川
市
東
町
%
〉
へ

小

高

岩
法
寺

南
須
釜

北
須
釜

士
口 お

北南岩小蒜 )I!地

"須 " 須 法 " " 
釜釜寺高生辺区

地

め

で

た
(
五
月
届
出
分
)

出
生
児
氏
名
保
護
者
名

鈴

ホ

啓

章

裕

幸

曲

山

絵

美

勉

曲
-山

和

樹

孝

夫

山石
ι
谷

雅

彦

勝

雄

石

井

搭

人

治

夫

倉
、鎌

日
聡

利

治

石

森

武

忠

義

馬

上

'剛
g

肇

矢

吹

礼

子

吉

昭

宗

形

愛

浩

勝

お

や

み

く

区

(
五
月
届
出
分
)

死
亡
者
氏
名
年
齢
世
帯

主
名

園

井

重

信

回

ハ

ヤ

草

野

豊

η
ウ
メ
子

我

妻

直

喜

内

喜

美

夫

草

野

繁

夫

ω
繁

徳

大

和

田

ナ

ツ

丸

春

良

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
さ
れ
た
作

文
の
う
ち
優
秀
な
も
の
に
は
、
国
税
庁

長
官
賞
や
仙
台
国
税
局
長
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
の
で
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。




